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Analysis

     
 粘弾性体で保護された機器の落下衝撃の

 今回は周波数特性を表現できるように

 込んだ粘弾性モデルを用いて衝突の運動方程式を構築し，シミュレーションを行い

 加㏿度と衝突吸収エネルギーについて検討した．
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